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３
月
以
降
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の

価
格
が
急
上
昇
し
、
金
パ
ラ

の
市
場
価
格
も
高
騰
。
直
近

の
保
団
連
金
パ
ラ
モ
ニ
タ
ー

月
報
に
よ
る
と
４
月
購
入
分

の
平
均
価
格
は
９
４
，
１
３

４
円
（
30ｇ
）、
告
示
価
格
８

０
，
０
４
０
円
と
の
間
に
１

４
，
１
３
４
円
（
差
益
率
マ

イ
ナ
ス
17
・
７
％
）
も
の
「
逆

ザ
ヤ
」
が
生
じ
て
い
る
。
試

算
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年

は
１
歯
科
医
療
機
関
あ
た
り

年
間
60
万
円
、
全
国
で
は
４

５
０
億
円
を
超
え
る
逆
ザ
ヤ

持
ち
出
し
と
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
４
月
の
診
療
報
酬
改

定
直
前
に
は
、
マ
イ
ナ
ス

70
％
近
い
差
益
率
が
生
じ
て

い
た
こ
と
か
ら
半
年
毎
の「
随

時
改
定
」
制
度
を
見
直
し

　
　
　
、
新
た
に
導
入
し
た

７
月
「
随
II
」
で
告
示
価
格

を
実
勢
並
み
に
上
げ
、
一
時

的
に
逆
ザ
ヤ
を
解
消
し
た
か

に
見
え
た
。
し
か
し
、
実
勢

価
格
が
微
増
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
10
月
「
随
I
」

で
告
示
価
格
を
下
げ
て
逆
ザ

ヤ
が
再
拡
大（
今
年
１
月「
随

II
」
は
見
送
り
）、４
月
の
「
随

I
」
で
告
示
価
格
を
昨
年
７

月
並
に
戻
す
も
３
月
か
ら
の

急
上
昇
に
追
い
つ
か
ず
、
逆

ザ
ヤ
は
急
激
に
拡
大
し
続
け

て
い
る　
　
　
。

　
そ
ん
な
中
で
７
月
「
随
II
」

を
見
送
り
。
制
度
的
に
は
適

正
に
運
用
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
医
療
機
関
が
感

じ
る
乖
離
の
感
覚
、
そ
の
原

因
は
価
格
の
参
照
時
期
と
改

定
実
施
の
判
断
時
期
と
の
タ

イ
ム
ラ
グ
に
あ
る
。
７
月「
随

II
」
の
対
象
時
期
１
〜
３
月

の
変
動
率
は
３
・
３
％
で
改

定
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。

し
か
し
４
月
１
ヶ
月
が
プ
ラ

ス
15
・
３
％
で
は
、
感
覚
的

に
納
得
し
が
た
い
。

　
厚
労
省
は
金
パ
ラ
を
「
次

期
改
定
に
向
け
た
議
論
に
お

け
る
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
」
と

の
認
識
を
示
し
、
前
回
改
定

時
に
導
入
し
た
「
随
II
」
新

設
の
影
響
を
検
討
す
る
こ
と

か
ら
始
め
る
と
い
う
。
し
か

し
制
度
そ
の
も
の
に
限
界
が

あ
り
、
抜
本
的
改
善
に
向
け

た
議
論
が
必
要
な
こ
と
は
明

白
で
あ
る
。

　
こ
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
解
消

す
る
た
め
、
ひ
と
月
遅
れ
で

毎
月
改
定
す
る
案
も
提
示
さ

れ
る
が
そ
こ
に
は
膨
大
な
事

務
的
煩
雑
さ
が
残
る
。
ま
た
、

市
場
実
勢
価
格
が
適
正
・
タ

イ
ム
リ
ー
に
診
療
報
酬
に
反

映
さ
れ
て
も
、
高
値
の
時
に

患
者
負
担
増
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
今
後
の
パ
ラ
ジ
ウ
ム
需
給

見
通
し
は
、
鉱
山
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
る
供
給
懸
念
に
加
え
、

自
動
車
生
産
の
回
復
な
ど
に

よ
る
需
要
超
過
が
予
想
さ
れ

て
お
り
、
引
き
続
き
高
値
と

な
る
こ
と
が
警
戒
さ
れ
る
。

今
こ
そ
、
安
定
的
確
保
・
価

格
が
見
通
せ
な
い
レ
ア
メ
タ

ル
か
ら
の
脱
却
を
、
改
め
て

議
論
す
べ
き
時
で
あ
る
。

　
昨
今
、Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

の
保
険
導
入
・
適
用
拡
大
等

に
よ
り
メ
タ
ル
フ
リ
ー
へ
と

進
ん
で
い
る
が
、
臼
歯
部
の

部
分
的
修
復
は
メ
タ
ル
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
昨
年

10
月
、
日
本
歯
科
医
師
会
は

「
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
歯

科
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
「
メ

タ
ル
フ
リ
ー
歯
科
医
療
材
料

の
開
発
に
協
力
し
、
さ
ら
に

新
し
い
レ
ジ
ン
系
材
料
の
開

発
や
ジ
ル
コ
ニ
ア
な
ど
の
保

険
収
載
も
期
待
さ
れ
る
」
と

明
記
し
た
。
高
精
度
の
メ
タ

ル
フ
リ
ー
こ
そ
が
金
パ
ラ
逆

ザ
ヤ
問
題
の
抜
本
的
解
決
策

で
あ
り
、
早
期
の
実
現
が
望

ま
れ
る
。

た
。
　
ま
た
、
政
府
肝
い
り
の
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い
て
は
、

幅
広
く
活
用
す
る
狙
い
か
ら

「
初
診
か
ら
の
実
施
は
か
か
り

つ
け
医
を
原
則
」
と
し
つ
つ

も
、「
事
前
に
患
者
の
状
態
が

把
握
で
き
る
場
合
も
認
め
る

方
向
で
具
体
案
を
検
討
す
る
」

と
し
て
い
る
。

　
菅
首
相
は
方
針
で
盛
り
込

ん
だ
内
容
に
つ
い
て
「
今
後

の
予
算
編
成
や
制
度
改
正
に

お
い
て
具
体
化
を
行
い
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
現
し
て
い

く
」
と
し
て
お
り
、
動
向
に

注
視
が
必
要
だ
。

い
制
度
」
案
が
検
討
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　
「
財
政
健
全
化
に
向
け
た
建

議
」
で
言
及
さ
れ
て
い
た
入

院
診
療
の
１
日
当
た
り
包
括

払
い
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
方
針
内

に
具
体
的
な
方
法
が
明
記
さ

れ
ず
、「
さ
ら
な
る
包
括
払
い

の
在
り
方
の
検
討
も
含
め
た

医
療
提
供
体
制
の
改
革
に
つ

な
が
る
診
療
報
酬
の
見
直
し
」

と
原
案
通
り
の
記
載
と
な
っ

へ
の
経
営
支
援
に
つ
い
て
、

病
院
団
体
等
が
強
く
反
対
を

示
し
て
い
た
、
災
害
時
な
ど

に
用
い
ら
れ
る
「
診
療
報
酬

の
概
算
払
い
」
方
式
は
方
針

内
の
表
現
で
は
用
い
ら
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
「
診
療
報

酬
や
補
助
金
・
交
付
金
に
よ

る
今
後
の
対
応
の
在
り
方
を

検
討
」
と
い
う
あ
い
ま
い
な

表
現
に
と
ど
め
ら
れ
て
お
り
、

国
の
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は

再
び
「
診
療
報
酬
の
概
算
払

　
政
府
は
６
月
18
日
、
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
１
（
骨
太
の
方
針

２
０
２
１
）
を
閣
議
決
定
し

た
。
社
会
保
障
の
項
目
で
は

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
普
及
、

医
療
機
関
の
役
割
分
担
や
地

域
差
の
解
消
な
ど
地
域
医
療

構
想
の
実
現
加
速
な
ど
が
謳

わ
れ
て
い
る
。

　
焦
点
と
な
っ
て
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
を
受
け
入
れ
る
医
療
機
関

北 海 道 保 険 医 新 聞

五
輪
マ
ー
ク
は
五
大
陸
を

示
し
、
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
が
ギ

リ
シ
ャ
・
デ
ル
フ
ォ
イ
の
祭

壇
上
の
休
戦
協
定
を
刻
ん
だ

「
五
輪
の
紋
章
」か
ら
発
案
し
、

目
的
で
あ
る
「
世
界
平
和
」

を
象
徴
し
て
い
る
。
古
代
大

会
で
は
た
と
え
戦
争
中
で
も

一
時
休
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
▼
聖
火
は
間
も
な

く
ゴ
ー
ル
の
都
庁
に
到
達
す

る
と
こ
ろ
だ
。
聖
火
リ
レ
ー

は
大
会
成
功
に
導
く
一
大
行

事
で
は
あ
る
が
、
初
め
て
実

施
さ
れ
た
の
は
１
９
３
６
年

の
ベ
ル
リ
ン
大
会
で
あ
り
、

ナ
チ
ス
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で

あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実

だ
。
し
か
も
ル
ー
ト
設
定
は

第
二
次
世
界
大
戦
に
備
え
た

道
路
事
情
の
調
査
の
た
め
と

言
わ
れ
て
い
る
▼
遅
れ
て
い

た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
国
の
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ

強
引
な
誘
導
で
進
め
ら
れ
て

い
る
。
確
か
に
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
に
は
極
め
て
有
効

で
あ
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
を
選
挙
対
策
と
す
る
政

府
の
本
意
が
透
け
て
見
え
る

▼
こ
の
陰
で
医
師
の
働
き
方

改
革
、
地
域
医
療
構
想
の
推

進
等
を
柱
と
す
る
「
改
正
医

療
法
」
と
高
齢
者
２
割
負
担

を
盛
り
込
ん
だ
「
医
療
制
度

改
革
関
連
法
」
が
国
会
を
通

過
し
た
。
政
治
の
具
と
化
し

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
は
本
来

何
な
の
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
が

皮
肉
に
も
改
め
て
我
々
に
問

う
て
い
る
。

加藤 康夫

（
Ｙ
Ｋ
）

2021年（令和3年）7月5日

　

中
医
協
総
会
は
４
月
14
日
、７
月「
随
時
改
定
II
」（
随
II
）の
未
実
施
を
決
定
。金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合

金（
金
パ
ラ
：
歯
科
で
修
復
治
療
に
用
い
る
金
属
）の
告
示
価
格
は
４
月
改
定
の
２
，６
６
８
円（
ｇ
）の

ま
ま
、早
く
と
も
10
月「
随
時
改
定
Ⅰ
」（
随
I
）ま
で
据
え
置
か
れ
る
。一
昨
年
よ
り
顕
著
に
な
っ
た
逆

ザ
ヤ
問
題
、制
度
を
見
直
す
も
一
向
に
解
消
の
気
配
は
見
ら
れ
な
い
。根
本
的
解
決
策
は
あ
る
の
か
。

（1）第955号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）
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ク
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究

●
会
員
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問

●
ワ
ク
チ
ン
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な
ど

　

を
秋
元
札
幌
市
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へ
要
請

時
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「
反
ワ
ク
チ
ン
運
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に

フ
ァ
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チ
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３
月
以
降
パ
ラ
ジ
ウ
ム
の

価
格
が
急
上
昇
し
、
金
パ
ラ

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
…
面
４

2021年（令和3年

金
パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」が
止
ま
ら
な
い

年
60
万
円
超
の
持
ち
出
し

最
近
の
動
向

新
た
な
改
定
制
度

な
ぜ
解
決
し
な
い
？

抜
本
的
解
決
策
は
？

公定価格と納入価格の差（逆ザヤ）

金パラ納入価格30g平均（税込）

公定価格

全国保険医団体連合会本田元理事作成資料を一部改編

制度改正後の金パラ価格改定のサイクル 保団連資料を一部改変
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随時改定　50,250円

基準材料価格改定　62,490円

逆ザヤ

随時改定Ⅱ　79,860円

随時改定Ⅰ　73,500円

随時改定Ⅰ　80,040円

●

価格の変動幅
価格変動が基準以内なら改定は実施されず、次回改定に持ち越し

4月

※直前の随時改定が見送られた場合、次の随時改定は4カ月前から過去6カ月の価格動向に基づき実施される。
（例：4月随時改定の場合7～12月）
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Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
は
他
の
ワ
ク
チ
ン
と
同
等

で
こ
れ
を
理
由
に
積
極
的
な

接
種
を
中
断
し
た
国
は
皆
無

で
あ
る
。

　
日
本
で
は
、国
に
よ
る
公
費

負
担
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
２

０
１
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
の
、副
反
応
問
題
の
影
響
を

受
け
、国
は
実
質
的
な
勧
奨
を

行
わ
な
か
っ
た　
　
　
。そ
の

た
め
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
状
態
が
長
く
続
い
た
。

　
こ
の
間
、
他
の
諸
国
で
は

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進

み
、
さ
ら
に
効
果
の
高
い
ワ

ク
チ
ン
も
開
発
さ
れ
た
。
小

学
６
年
か
ら
高
校
１
年
の
女

性
と
な
る
と
思
春
期
を
迎
え
、

肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
不

安
定
な
時
期
で
あ
る
。
当
時

は
副
反
応
の
情
報
も
少
な
く

ワ
ク
チ
ン
の
重
要
性
な
ど
、

周
知
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
期
待
感

ば
か
り
が
先
行
し
て
、
副
反

応
の
調
査
や
患
者
へ
の
情
報

提
供
な
ど
の
十
分
な
検
討
が

な
さ
れ
ず
、
た
だ
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
実
施
を
急
い

で
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。

　
日
本
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

実
質
的
に
中
断
し
て
か
ら
約

10
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま
で

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
積

極
的
に
行
っ
た
国
と
の
子
宮

頸
が
ん
の
発
症
数
に
明
ら
か

な
差
が
出
て
き
た
。
ま
た
、

日
本
で
も
接
種
で
き
た
６
年

間
の
世
代
で
は
一
時
的
に
子

宮
頸
が
ん
の
発
生
の
減
少
傾

向
が
み
ら
れ
た
も
の
の
再
び

増
加
に
転
じ
始
め
て
い
る

　
　
。
こ
の
期
間
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
恩
恵
に
恵
ま
れ
ず
、

子
宮
頸
が
ん
の
発
症
を
予
防

で
き
な
か
っ
た
女
性
が
す
で

に
多
く
存
在
し
て
い
る
の
は

誠
に
残
念
な
結
果
で
あ
る
。

そ
の
数
は
10
万
人
に
の
ぼ
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
最
近
に
な
り
、
接
種
体
制

見
直
し
の
機
運
が
進
ん
で
き

て
い
る
。
今
年
度
よ
り
、
様

子
を
み
な
が
ら
で
あ
る
が
厚

労
省
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
前
向
き
に
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
だ
。
２
価
サ
ー
バ

リ
ッ
ク
ス
に
加
え
、４
価
ガ
ー

ダ
シ
ル
が
助
成
対
象
に
な
り
、

９
価
シ
ル
ガ
ー
ド
９
も
助
成

対
象
で
は
な
い
も
の
の
認
可

さ
れ
、
接
種
の
体
制
は
整
っ

て
き
た
。
ま
た
、
過
去
の
副

反
応
問
題
の
反
省
か
ら
シ
ル

ガ
ー
ド
９
で
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
受
講
と
被
接
種
者
の
全
例

登
録
並
び
に
安
全
監
視
を
要

件
と
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
で
、
発
症
予
防

に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

重
要
性
は
広
く
認
知
さ
れ
て

い
る
。

　
今
は
情
報
の
伝
達
速
度
も

速
い
。
今
度
こ
そ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
よ
う
に
、
様
々
な
副
反

応
に
対
し
て
細
心
の
注
意
を

は
ら
い
、
有
効
性
の
周
知
徹

底
、
丁
寧
な
情
報
提
供
を
行

い
、
日
本
の
未
来
の
た
め
に

も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

拡
大
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

積
極
的
勧
奨
が
中
止
さ
れ
た

期
間
内
に
対
象
年
齢
を
経
過

し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が
必

要
だ
。

性
を
対
象
に
し
た
、
自
治
体

公
費
に
よ
る
助
成
制
度
が
は

じ
ま
っ
た
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
細
胞
は
異
形

成
細
胞
と
し
て
細
胞
診
検
査

な
ど
に
よ
り
判
定
で
き
る（
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん

情
報
サ
ー
ビ
ス
）。
日
本
で
は

従
来
、
細
胞
診
検
査
を
利
用

し
た
子
宮
が
ん
検
診
を
20
歳

以
上
の
女
性
で
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
若
年
層
の
検
診
率
は

低
く
、
子
宮
全
摘
症
例
は
さ

ほ
ど
減
少
せ
ず
、
死
亡
率
の

改
善
も
困
難
だ
っ
た
。
が
ん

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
の
若
年
層
へ
の
検
診
の

拡
大
が
課
題
と
な
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が

が
持
続
感
染
と
な
り
、
そ
の

一
部
が
６
カ
月
か
ら
数
年
以

上
の
経
過
を
経
て
癌
を
発
症

す
る
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
由
来
の
癌

は
子
宮
頸
が
ん
全
体
の
約

95
％
を
占
め
て
い
る
（
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
）。

　
２
０
０
６
年
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
ア
メ
リ
カ
な

ど
で
始
ま
り
、
２
０
０
９
年

　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
は
子
宮
頸
部

へ
感
染
す
る
と
子
宮
頸
が
ん

を
高
率
に
発
症
さ
せ
る
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
。Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交

渉
に
よ
り
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ

感
染
し
、
感
染
者
の
約
10
％

に
は
日
本
で
も
開
始
さ
れ
た
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
を
予
防
で
き
る

た
め
子
宮
頸
が
ん
自
体
の
発

症
予
防
が
実
質
的
に
可
能
と

な
っ
た
画
期
的
な
ワ
ク
チ
ン

だ
っ
た
。
日
本
で
は
産
科
婦

人
科
学
会
等
の
強
い
後
押
し

も
あ
り
、
２
０
１
０
年
か
ら

性
交
渉
前
の
時
期
の
小
学
６

年
か
ら
高
校
１
年
ま
で
の
女

登
場
し
た
。

　
当
時
子
宮
頸
が
ん
診
療
の

最
前
線
に
い
る
婦
人
科
の
医

師
の
動
き
は
速
か
っ
た
が
、

接
種
対
象
が
15
歳
相
当
ま
で

だ
っ
た
こ
と
か
ら
実
際
に
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
行
う
の
は
小

児
科
の
医
師
が
多
か
っ
た
。

　
小
児
科
の
医
師
が
子
宮
頸

が
ん
の
診
療
に
携
わ
る
こ
と

は
通
常
な
く
、
接
種
を
推
進

す
る
た
め
に
は
同
ワ
ク
チ
ン

の
継
続
的
な
啓
発
活
動
が
必

要
だ
っ
た
。

　
日
本
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

始
ま
っ
て
ま
も
な
く
副
反
応

の
問
題
が
起
き
た
。

　
ど
の
ワ
ク
チ
ン
に
も
一
定

の
副
反
応
が
存
在
す
る
。
専

門
家
の
間
で
は
あ
る
程
度
の

副
反
応
の
出
現
は
想
定
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
通
常
と

は
異
質
で
想
定
外
の
副
反
応

問
題
が
お
き
た
こ
と
か
ら
当

時
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
す
ぐ

に
飛
び
つ
き
、
幾
度
と
な
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反

応
の
危
険
性
ば
か
り
が
強
調

さ
れ
、
接
種
反
対
の
空
気
が

強
く
な
り
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
機
運
は
急
速
に
失
わ

れ
た
。

　
直
接
的
な
因
果
関
係
は
な

い
と
結
論
し
た
名
古
屋
ス
タ

デ
ィ
や
厚
労
省
副
反
応
追
跡

調
査
な
ど
の
科
学
的
検
証
が

国
民
に
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
そ
の
時
よ
く
取

り
上
げ
ら
れ
た
神
経
障
害
性

疼
痛
で
あ
る
「
複
合
性
局
所

疼
痛
症
候
群
」（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
）

は
、
そ
の
特
有
な
症
候
は
思

春
期
の
女
性
に
い
ろ
い
ろ
な

原
因
で
ま
れ
に
お
き
る
症
状

の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
当
事

者
に
は
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
特
異
的
な
反
応
に

映
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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反
ワ
ク
チ
ン
運
動
に

　
フ
ァ
ク
ト
チ
ェッ
ク
を

　
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
（
以
下

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
）
を
推

奨
し
、
早
急
に
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
進
め
た
い
意
向
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に

き
て
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
し

な
い
人
が
増
え
て
い
る
。Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
も
同
様
に

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
に
国

民
は
踊
ら
さ
れ
、
厚
労
省

の
積
極
的
勧
奨
の
中
止
に

至
っ
た
。

　
北
海
道
大
学
の
研
究
に

よ
る
と
こ
の
勧
奨
中
止
に

よ
り
約
５
０
０
０
人
の
子

宮
頸
癌
死
亡
者
が
出
る
と

予
測
し
た
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
で
は
調
査
会
社
イ
プ

ソ
ス
モ
リ
に
よ
る
と
今
年

信
じ
る
人
々
に
、
副
作
用

の
不
安
を
払
拭
し
よ
う
と

否
定
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
で

説
得
す
る
の
み
で
は
逆
効

果
だ
。「
重
病
か
ら
守
る

ワ
ク
チ
ン
の
力
」
な
ど
を

強
調
し
た
ほ
う
が
抵
抗
は

少
な
く
、
人
々
は
納
得
す

る
。
そ
の
た
め
に
行
政
の

介
入
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

協
力
が
必
要
で
あ
る
。
ネ

ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
す

な
わ
ち
市
民
の
正
し
い
情

報
収
集
能
力
の
向
上
も
重

要
だ
。

　
北
海
道
保
険
医
会
は
今

後
も
情
報
を
注
視
し
、
ワ

ク
チ
ン
問
題
だ
け
で
な
く

感
染
対
策
へ
の
確
か
な
情

報
の
発
信
に
努
め
る
。

１
月
時
点
で
積
極
的
に
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
希
望
す

る
と
し
た
市
民
は
英
国
で

66
％
た
ら
ず
、
日
本
で
は

17
％
で
あ
っ
た
。
一
時
回

復
し
た
も
の
の
全
世
界
的

に
反
ワ
ク
チ
ン
運
動
が
再

燃
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ

の
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
問

題
の
み
な
ら
ず
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
元
副
社
長
の
マ
イ

ケ
ル
イ
ー
ド
ン
氏
が
今
回

の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
不

妊
の
原
因
と
な
る
と
し
た

誤
情
報
等
の
拡
散
に
も
原

因
が
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
誤
情
報
の

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
即
ち

信
憑
性
と
妥
当
性
を
検
証

す
る
機
能
が
重
要
で
あ
る
。

大
げ
さ
な
表
現
が
曲
解
を

生
み
全
く
異
な
る
情
報
が

流
布
す
る
事
例
が
あ
る
が
、

初
め
か
ら
意
図
し
て
フ
ェ

イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を
拡
散
す

る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
あ
る
。

欧
米
で
はFull fact

や

Snopes

な
ど
の
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
団
体
が
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
や
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
な
ど

と
提
携
し
、
強
力
な
検
証

効
果
を
発
揮
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
お

い
て
は
副
反
応
や
不
妊
へ

の
影
響
の
検
証
は
済
ん
で

い
る
が
市
民
の
懐
疑
心
は

残
る
。
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ

ク
に
は
時
間
を
要
す
る
反

面
、
熱
狂
的
な
言
葉
は
す

ぐ
に
人
々
を
引
き
付
け
瞬

く
間
に
広
が
る
の
だ
。

　
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を

解　説

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
向
上
に

　
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、２
０
１
３
年
に
国
に
よ
る
公
費
助
成
が
開
始
さ
れ
た
が
、

す
ぐ
さ
ま
積
極
的
な
勧
奨
が
中
止
さ
れ
、長
年
に
わ
た
り
未
接
種
の
状
況
が
続
い
て

き
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り「
ワ
ク
チ
ン
」そ
の
も
の
が
注
目
さ
れ

て
い
る
今
、Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
へ
の
理
解
と
接
種
拡
大
を
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
。

図
1

は
じ
め
に

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
診
断
と

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

図

2

副
反
応
問
題

世
界
の
動
き
と
日
本

９
価
ワ
ク
チ
ン
を

　
　
　

助
成
対
象
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
率

　
　

向
上
を
求
め
る

図1 HPVワクチンの接種率 年表ごとの罹患（死亡）リスク
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子
宮
頸
が
ん
罹
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亡
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生まれ年度

1
0.9

すでに増加が確定
2020年度に増加が確定

0.8
0.7
0.6
0.5
0.4
0.3
0.2
0.1
0

1993

1

1994 1995 1996
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損保商品のご案内

グループ保険受付中
①法人加入は原則全額損金算入できます。
②断然安い保険料で最高6,000万円まで保障します。
③面倒な医師の診査は不要。簡単な告知でお申込みできます。
④ライフプランに合わせていつでも増額・減額が可能です。

「勤務先の変更」や「自宅住所」、「電話番号」等の変更がございましたら
お手数ですが本会事務局までご連絡ください。

月額保険料と保障金額［会員本人 男性の場合］ ※一部抜粋

〈お申込み資格〉●会員・配偶者…満65歳6ヶ月未満の方
　　　　　　 ●こども…満2歳6ヶ月超 満22歳6ヶ月以下の方

過去5年
平均配当率
約30％！

死亡時・高度障害時に
お支払いする保険

保険年齢 6,000万円 5,000万円 1,000万円 500万円

46～50歳 14,100円
20,520円
29,640円

11,750円
17,100円
24,700円

2,350円
3,420円
4,940円

1,175円
1,710円
2,470円

51～55歳
56～60歳

45,360円 37,800円 7,560円 3,780円61～65歳

　
こ
の
状
況
を
受
け
て
本
会

は
６
月
４
日
、
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
活
用
と
接
種
拡
大
の
た

し
を
立
て
て
い
た
地
域
が
あ

る
一
方
、
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
地
域
が
際
立
っ
た
。

　
札
幌
市
は
、
道
内
の
感
染

者
が
集
中
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
個
別
接
種
に
参

加
し
て
い
る
医
療
機
関
が

キ
ャ
ン
セ
ル
分
の
対
象
者
を

探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
の
負
担
も
あ
り
、
接
種
に

難
航
し
て
い
る
状
況
だ
っ
た
。

対
象
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
は
貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
を
破

棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も

あ
り
、
円
滑
な
接
種
体
制
な

ど
が
医
療
現
場
か
ら
求
め
ら

れ
て
い
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
優
先
接
種
が
行
わ

れ
て
い
る
中
、
本
道
は
１
回

目
の
接
種
率
が
６
月
１
日
時

点
で
10
・
67
％
と
全
国
と
比

較
し
て
低
い
水
準
に
と
ど

ま
っ
た
。

　
政
府
は
当
初
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
を
終
え
た
後
、
64

歳
以
下
の
一
般
接
種
へ
移
る

計
画
だ
っ
た
が
、
方
針
転
換

が
相
次
ぎ
、
自
治
体
に
対
応

を
ゆ
だ
ね
た
。
こ
れ
に
よ
り

接
種
の
状
況
は
自
治
体
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
、
道
内

で
も
６
月
中
に
２
回
目
の
高

齢
者
接
種
が
終
了
す
る
見
通

め
に
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

キ
ャ
ン
セ
ル
分
に
つ
い
て
個

別
接
種
に
お
い
て
も
柔
軟
な

対
応
を
求
め
る
」
と
し
て
、

秋
元
札
幌
市
長
に
要
請
。
要

請
で
は
、
余
剰
分
と
な
っ
た

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
職
種

や
年
齢
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

医
療
機
関
の
裁
量
で
接
種
で

き
る
よ
う
に
措
置
を
求
め
た

ほ
か
、
本
人
確
認
書
類
等
で

氏
名
や
住
所
や
連
絡
先
な
ど

の
情
報
を
記
録
し
た
場
合
に

は
、
優
先
順
位
や
接
種
券
の

保
有
に
よ
ら
ず
接
種
可
能
に

す
る
よ
う
訴
え
た
。

（3）第955号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2021年（令和3年）7月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
１
年
度
歯
科
部
関
係
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て

・（
６
／
26
・
土
）
歯
科
各
種
届
出
に
係
る
研
修
会

（
ウ
ェ
ブ
開
催
）

第
１
部　

歯
科
医
療
安
全
管
理
関
す
る
研
修
会

第
２
部　

歯
科
施
設
基
準
届
出
に
係
る
研
修
会

・（
７
／
３
・
土
）
歯
科
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー

（
ウ
ェ
ブ
開
催
）

※

申
し
込
み
状
況
と
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。

そ
れ
以
外
の
事
業
は
今
後
の
状
況
を
み
て
対

応
を
検
討
す
る
。

②「　
〜　
年
度
第
２
回
保
団
連
代
議
員
会
」発
言

  

通
告
に
つ
い
て

③
そ
の
他

・（
７
／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の

確
認 第

3
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
6
月
9
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回
第
4
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

7
月
14
日（
水
）午
後
７
時

気
軽
に
相
談
に
来
て
も
ら
え

る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い

き
た
い
で
す
。

―

ご
家
族
は

　
妻
と
娘
１
人
で
す
。

―
ご
趣
味
は

　
医
学
生
時
代
に
水
泳
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。

　
医
者
に
な
っ
て
か
ら
は
ほ

と
ん
ど
行
け
て
な
い
の
で
す

が
、
機
会
を
見
つ
け
て
是
非

再
開
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―

今
後
の
目
標
等
に
つ
い
て
教

　
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か

　
近
隣
地
域
を
は
じ
め
、
札

幌
、
北
海
道
の
皮
膚
科
医
療

の
向
上
、
そ
し
て
住
民
の
皆

様
の
皮
膚
の
健
康
増
進
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

スキンケアで
　　　患者さんに貢献

羽賀　直哉 先生
羽賀スキンケアクリニック

札幌市・中央区126126

略歴
　釧路市出身。2012年旭川医科大学卒業後、北海道
大学病院などの道内病院で勤務を経て、2021年5月
開業。

に
携
わ
り
、
レ
ー
ザ
ー
外
来

で
は
異
所
性
蒙
古
斑
な
ど
の

青
ア
ザ
の
治
療
や
、
血
管
腫

な
ど
の
赤
ア
ザ
の
治
療
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

―

開
業
さ
れ
た
動
機
な
ど

　
皮
膚
科
臨
床
が
好
き
で
あ

る
こ
と
、
よ
り
多
く
の
患
者

さ
ん
に
自
分
の
経
験
を
還
元

―

本
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
保
険
診
療
に
つ
い
て
相
談

で
き
る
と
こ
ろ
が
ほ
し
か
っ

た
の
で
入
会
し
ま
し
た
。

―

ご
専
門
は

　
大
学
病
院
勤
務
時
は
乾
癬

外
来
と
レ
ー
ザ
ー
外
来
を
担

当
し
て
お
り
ま
し
た
。
乾
癬

で
は
生
物
学
的
製
剤
の
導
入

し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
、
美

容
分
野
で
患
者
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
た
こ
と

な
ど
が
開
業
の
き
っ
か
け
で

す
。

―

開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
は

　
ま
だ
開
業
し
た
ば
か
り

で
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な
問

題
や
苦
労
が
待
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
前
向
き
に
と

ら
え
て
頑
張
り
た
い
で
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
は
な
ん
で
す
か

ま
ず
は
し
っ
か
り
と
相
手

の
お
話
し
を
聴
く
こ
と
。
自

分
だ
っ
た
ら
ど
う
さ
れ
た
い

か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

―

患
者
さ
ん
の
治
療
と
ス
キ
ン

　
ケ
ア
を
提
供
す
る
ク
リ
ニ
ッ

　
ク
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き

　
た
い
で
す
。（

聞
き
手
　
事
務
局
丸
岡
）

メ
リ
ッ
ト

ビジネスキーパー（事業活動総合保険）
こんな時にお役にたちます！

・新型コロナウイルスによる施設消毒の
ため一時的にクリニックを休業した
・建物が火災により使用できなくなった
・集中豪雨で浸水して診療できなくなって
しまった

事業を取り巻く様々なリ
スクを補償します。建物
等が損害を受けるなどし
て休業または営業を阻
害されたために生じた
損害に備えられます。

〈お申込み資格〉
●保険医会の会員、家族
●会員が雇用する使用人（会員が代表者である医療法人が雇用する使用人）

団体所得補償保健（団体割引15％適用）
メリット
・入院による就業不能は1日目から補償！
・満79歳まで医師の診査なしでご加入
いただけます
・法人加入もできます
・地震、噴火、津波等の天災によるケガも補償！

休保制度の＋αの補償
や、従業員・ご家族の福
利厚生として。

011-231-6281お問い合わせ・資料請求 ： 北海道保険医会 取扱代理店 ： 合同会社 保険医サポート北海道　引受保険会社 ： 三井住友海上火災保険（株）

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
活
用
な
ど
を

秋
元
札
幌
市
長
へ
要
請

2021 年 6 月 4 日

札幌市長 秋元克広 殿

コロナワクチンのキャンセル分について

個別接種においても柔軟な対応を求める

一般社団法人 北海道保険医会

会 長 加 藤 康 夫

貴職におかれましては、市民の健康増進、医療・歯科医療の確保のために尽力

しておられることに敬意を表します。

本会は、道内３３００名の会員で構成する医科、歯科の保険医の団体として、

保険医療の充実、道民の健康向上のための様々な活動に取り組んでいます。

新型コロナウイルスの感染拡大によって未曾有の事態にある只中、札幌市で

も高齢者向け優先接種が開始されるなど、ワクチン接種の効果に期待が高まっ

ています。

しかし、接種予約のキャンセルなどにより、余剰となった一部のワクチンは破

棄せざるを得ない場面があるとの声が会員から本会に寄せられています。

厚労省はキャンセル分などの余剰ワクチンを廃棄することなく効率的な接種

を行うため、対象者についても接種券の保有によらないなどの柔軟な対応を各

自治体へ求めています。

とくに医療機関で行われる個別接種では、すぐにキャンセル分の対象者が見

つかるとは限りません。探す手間がさらなる負担となるだけでなく、対象者が見

つからない場合は、貴重なワクチンを無駄にしてしまいます。

つきましては、ワクチンの有効活用と接種拡大を図るために、以下の項目を要

望いたしますので、速やかに実現いただきますようお願い申し上げます。

記

一、個別接種においても、ワクチンのキャンセル分や余剰分については、職種や

年齢などにかかわらず、医療機関の裁量で接種できるように措置を講じるこ

と。また本人確認書類等で、氏名、生年月日、住民票上の住所、連絡先など

の情報を記録すれば優先順位の制限を受けず 16 歳以上の全年齢で接種でき

るようにすること。

以上

20

21

【電　話】 011-231-6281

勤務先変更や住所変更等は
本会にご連絡ください
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歯科における混合診療について

１、保険医が
２、保険医療機関において
３、健康保険法、歯科医師法、医療法、薬機法等の関係法令の規定を遵守し
４、保険医療機関及び保険医療養担当規則（療担規則）の規定を遵守し
５、歯科医学的に妥当適切な診療を行い
６、歯科診療報酬点数表に定められたとおりに請求を行っている

　以上の項目をすべて満たすことが条件となっている。

［保険診療とは］
1、薬剤の容器代
2、診断書・明細書等の交付
3、医療行為ではあるが治療中の疾病または負傷に対するものではない
ものに係る費用・インフルエンザ等の予防接種、感染症の予防に適
応を持つ医薬品の投与・美容形成（しみ取り等）以下、省略

［実費徴収が認められるもの ―― 抜粋］

1、保険診療で治療中、治療目的で使用する保険適用外の薬剤・検査の
みを自費徴収する。

［保険診療と自費診療の混在の適否例］

１、保険外併用療養費には「評価療養」（高度の医療技術などを用いた
　  もので保険適用を評価する意味合いのあるもの）と「選定療養」（保
　  険導入を前提としないもので、歯科では前歯の金合金等、金属床総
　  義歯、小児う蝕の管理など）がある
２、金属床総義歯の保険外併用療養費について
　  ①取り扱う医療機関は、事前に北海道厚生局への金額・材料などの
　　 届け出が必要
　  ②提供は無歯顎の患者に限られる。残根上やインプラント上の総義
　　 歯は適応にならない
　  ③提供する場合は熱可塑性樹脂を用いたとみなして支給するが、そ
　　 の費用は実際に行った再診、顎運動関連検査、補綴時診断、印象
　　 採得、咬合採得、仮床試適、義歯製作（材料費を含む。）、装着、新
　　 製有床義歯管理に係る所定点数を合計して算出し、保険点数相
　　 当額を控除した金額を特別の金額として患者から徴収する
　  ④金属床総義歯の概要、費用（金属の種類と１床当たりの上下顎別
　　 の価格、保険外併用療養費として給付される金額の概算）などを
　　 院内に掲示する

［保険外併用療養費］

　明確な定義はないが、一連の診療行為の中に保険診療と保険外診療
（自費診療）が混在する、あるいは保険給付と保険外の患者負担が混在
すること。
　混合診療に該当する場合は、保険外診療のみならず保険給付の診療
も含めてすべて給付外とみなされる。

［混合診療とは］

1、（一部負担金等の受領）第5条　　～省略～
2、（特殊療法等の禁止）第18条
　 　保険医は、特殊な療法又は新しい療法等については、厚生労働大
　 臣の定めるもののほか行ってはならない。
3、（使用医薬品及び歯科材料）第19条
　 　保険医は、厚生労働大臣の定める医薬品以外の薬物を患者に施
　 用し、又は処方してはならない。ただし、医薬品，、医療機器等の品質
　 有効性及び安全性の確保等に関する法律（昭和35年法律第145号）
　 第2条第17項に規定する治験（以下「治験」という｡）に係る診療にお
　 いて、当該治験の対象とされる薬物を使用する場合その他厚生労働
　 大臣が定める場合においては、この限りでない。
　 　歯科医師である保険医は、厚生労働大臣の定める歯科材料以外
　 の歯科材料を歯冠修復及び欠損補綴において使用してはならない。
　 ただし、治験に係る診療において、当該治験の対象とされる機械器具
　 等を使用する場合その他厚生労働大臣が定める場合においては、こ
　 の限りでない。

［混合診療禁止の根拠（療担規則から抜粋）］

　保険給付外の材料等による歯冠修復及び欠損補綴は保険給付外の
治療となるが、この取扱いは、歯及び口腔に対する治療体系が細分化さ
れている歯科治療の特殊性に鑑み、当該治療を患者が希望した場合に
限り、歯冠修復にあっては歯冠形成（支台築造を含む｡）以降、欠損補綴
にあっては補綴時診断以降を、保険給付外の扱いとする。その際に、当
該治療を行った場合は、診療録に自費診療への移行等や当該部位に係
る保険診療が完結している旨が判るように明確に記載する。

→　※混合診療が認められるのは、歯冠修復及び欠損補綴の材料に関
　　　するもののみ
　　※保険診療と自費診療の混在は、同日、異日を問わず認められない
　　※同一初診中におけるインプラント、漂白、矯正等の自由診療と保
　　　険診療との混在は、異日であっても混合診療になる

→　※混合診療に該当し認められない。

2、A病を4月1日保険診療、同3日に保険適用外の特殊療法を実施し、診
察料も含めて全て自費診療。5日に再び保険診療。このように同一月
に同一疾病に対する保険と自費が混在する。

→　※混合診療に該当し認められない
　　※A病に係る保険適用外の特殊療法を行っているので、保険診
　　　療と自費診療の日を変えても一連の治療と判断され不可

3、自費の矯正治療中に他部位の疾病が生じた場合の取り扱いはいか
がか。

→　※自費の矯正治療中に矯正治療に基づかない新たな疾病が発
　　　生した場合は、自費からの移行という形で保険診療を行うこと
　　　は可能（初診料の算定は不可）
　　※矯正治療中の口腔清掃不良により発生したカリエスの処置は、
　　　矯正治療の管理不足と判断するため自費診療となる
　　※矯正治療中の歯周治療も同様に矯正治療中の管理に含まれ
　　　るため、自費からの移行でSCや歯周病検査などの算定は認め
　　　られない

→　※この届け出を行っていない保険医療機関は、自費診療であっ
　　　ても金属床総義歯を取り扱うことは認められない
　　※金属床部分床義歯や残根上義歯はこの取り扱いの限りでは
　　　ない

［保険給付外治療の取扱い　留意事項通知（21）　旧昭和51年通知］

●
ご
注
文
・
お
問
い
合
せ
は
事
務
局
ま
で

書
籍
案
内

☎
０
１
１-

２
３
１-

６
２
８
１

歯科

2020年改定の
　　　 要点と解説

歯科

歯科
保険診療の研究

会員価格 4,000円会員価格 2,000円

届出医療等の
　　活用と留意点

会員価格 2,500円

医科医科

保険診療の手引
医科

在宅医療点数
　　　　　の手引

会員価格 2,000円

医科

保険診療便覧

会員価格 3,000円会員価格 2,000円

※価格は税込・送料別　※新型コロナウイルス感染症の医療機関への影響を鑑み、当面の間、一部書籍を特別価格で販売しています。


